
職員実行 委託事業

わな貸出 その他

シカ密度分布図
滋賀森林管理署

・管内の状況（推計生息数、生息密度、被害状況、捕獲状況等）
滋賀県内の推計生息数は4.2万頭（令和元年度）。生息密度の推定指標と

なる糞塊密度の状況は、湖南西部と湖北地域の上昇が著しく、その他の地
域は横ばいまたは緩やかに上昇している。農作物被害はピーク時からは減
少しているが、森林においては下層植生の衰退がみられる。捕獲頭数は、平
成12年度以降増加し近年1.6万頭で推移している。

・被害状況

管内国有林では、近年、大津市、甲賀市、米原市、鈴鹿山系（東近江市、）で
シカ生息確認が多く、造林木や下層植生の被害がみられる。

・取組状況
米原市では、市と協定を締結し、囲いわなによるシカ捕獲を奥伊吹国有林

及びその周辺において実施。東近江市では滋賀県と協定を締結し、鈴鹿山
系の奥山でのシカ捕獲事業（指定管理捕獲等事業）を実施。 大津市、甲賀

市の国有林では捕獲事業（委託）を実施。また、大津市、高島市内の国有林
では市の有害捕獲事業を実施。

・成果
大津市や甲賀市では継続的に捕獲を実施している。令和5年度では捕獲

数が落ち着いたものの、植生の回復には至っておらず継続的な捕獲が必要。

また、高島市で行われている有害捕獲事業の国有林内での捕獲頭数が、前
年と比較して60頭程増加した。

・課題
協定、委託事業とも捕獲効率のさらなる向上を図る。

管内の状況（R6年6月時点）

米原市

滋賀県

伊吹山

1



協定

協議会

捕獲頭数

協議会等の主催者
（中心）

主な構成機関参画協議会等の名称

米原市経済環境部
林務課

米原市、農業協同組合、農業共済組合、森林組合、猟友会米原支部、各地区自治会長、
農業者代表、森林管理署

米原市鳥獣被害防止対策協議会

大津市農林水産課
鳥獣害対策室

猟友会各支部、農業委員会、農業協同組合、森林組合、水産振興対策協議会、農業共済
組合、農業農村振興事務所、森林整備事務所、農林水産課鳥獣害対策室、森林管理署

大津市有害鳥獣被害対策協議会

委託事業
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職員実行 委託事業

わな貸出 その他

その他
協定等

・米原市（協定）での貸与している囲い罠の設置作業を
市の職員と一緒に設置作業を行った。

MEMO
・委託事業の継続的な実施
・協定の可能性の検討

R5R4R3R2R1H30H29H28

職員実行
6013292036706760委託事業
26289700 95わな貸出

15844その他
238(6)204(8)101(2)736707665計（イノシシ）

R5R4R3R2

40(23)40(42)30(81)－目標（捕獲頭数）別所外

－－5(11)－目標（捕獲頭数）西大切

40(37)45(90)目標（捕獲頭数）三郷山

R5R4R3R2R1捕獲頭数
8109--米原市ほか
18180--滋賀県
11344---有害捕獲（高島市）
45----有害捕獲（大津市）

捕獲実績協定の主な内容更新期間
更新の
有無

協定期間
開始
年度

締結時期協定相手方

有
捕獲場所の提供、ワナ等貸
出(囲いわな(カウンター
ゲートシステム含む))

R8年年度まで自
動更新

有R5.4.1～R6.3.31H30
R4.4.4

（R4に3者
協定）

米原市、米原市鳥獣被害防止対
策協議会

有
（R3捕獲なし）

捕獲場所の提供(立ち木を
用いた囲いわな)

R7年年度まで自
動更新

有R5.4.1～R6.3.31R3R3.7.21滋賀県

有捕獲場所の提供毎年度自動更新有R5.4.1～R6.3.31R3R3.4.27大津市
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第二種特定鳥獣管理計画（ニホンジカ）
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第二種特定鳥獣管理計画（ニホンジカ）
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滋賀県 第二種特定鳥獣管理計画（ニホンジカ）

指定管理鳥獣捕獲等事業

令和6年度では、米原市伊吹山を単独で計画しており、鈴鹿山系竜ヶ岳周辺区域を
三重県と連携して捕獲を進めていくこととなっている。
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